
2 南部町成人式
8 まちの話題
� 2019年度住民健診
　 受付開始　　
� 達者村認証産品紹介
� 歴史発見「なんぶがく」
� お知らせ

主な内容

1月27日、「バーデパーク」来館者700万人突破記念セレモニー
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二
十
歳
の
誓
い

１
月
13
日
、
南
部
町
成
人
式
が
楽

楽
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
華
や
か
な
振

袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

が
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
人
生
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
自
分

の
力
を
信
じ
て
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
。
失
敗
を
し
て
も
、

真
摯
に
向
き
合
い
努
力
す
る
こ
と
で

人
生
は
輝
く
」
と
激
励
。
新
成
人
を

代
表
し
て
、
中
村
大
貴
さ
ん
と
細
越

真
子
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
方
々
に
感
謝
し
、
夢
の
実
現
に

向
け
て
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
小
中
学
校
時
代
を

振
り
返
る
写
真
が
ス
ラ
イ
ド
上
映
さ

れ
、
紹
介
さ
れ
る
母
校
ご
と
に
、
大

き
な
歓
声
が
沸
き
立
ち
ま
し
た
。
参

加
者
た
ち
は
、
懐
か
し
い
思
い
出
写

真
の
数
々
に
笑
顔
を
浮
か
べ
、
自
身

や
仲
間
の
成
長
、
友
と
の
友
情
を
感

じ
な
が
ら
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
入
口
で
は
町
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
な
べ
ま
る
」
が
新
成
人
を

出
迎
え
、
祝
福
。
記
念
撮
影
や
握
手

を
求
め
ら
れ
る
な
ど
人
気
を
集
め
、

成
人
式
の
賑
い
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

二
十
歳
の
門
出
、

　
　

  

晴
れ
や
か
に

平成31年

南部町成人式
1月13日に開催された、南部町成人式。
今年は男性110人、女性90人の200人
が成人を迎え、168人が参加しました。

成人式実行委員長
　掛端  勇次郎  さん
　（名川中卒）

成人式実行委員
　中村  大

ひ ろ き

貴  さん
　（名川中卒）

新成人に聞きました！

　―　あなたの「夢」は？　―



成人式フォトハイライト

堂 と々謝辞を述べる新成人代表 式典での町民憲章唱和

工藤町長の式辞を真剣な眼差しで傾聴スライド上映を鑑賞し、笑顔がこぼれる
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式典ピアノ伴奏
　山田  愛

み な み

奈珠  さん
　（南部中卒）

成人式実行委員
　稲津  裕

ゆ う や

也  さん
　（名川中卒）

成人式実行委員
　細越  真

ま こ

子  さん
　（福地中卒）

成人式実行委員
　木村  匡

まさのり

伯  さん
　（名川中卒）

羽ばた
け！新

成人!
!
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新年を祝い町の発展を誓う  南部町新年互礼会

１
月
８
日
、
南
部
町
新
年
互

礼
会
が
楽
楽
ホ
ー
ル
お
よ
び
名

川
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、

参
加
し
た
約
２
３
０
人
が
新
年

を
祝
う
と
と
も
に
、
町
政
の
発
展

を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
が
町
づ

く
り
の
重
点
施
策
を
説
明
し
た
上

で
、「
平
成
の
次
の
時
代
も
、
町

の
将
来
像
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
、
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
、
南
部
町
表
彰
条
例
に

基
づ
き
、
各
分
野
で
町
の
発
展
に

貢
献
し
た
個
人
・
団
体
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
町
納
税
貯
蓄
組
合

長
な
ど
を
長
年
務
め
た
佐
藤
友

衛
さ
ん
（
大
向
）
ら
、
６
個
人

と
１
団
体
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
功
労
褒

賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
さ
ん
が
「
関

係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
賞
に
お
ご

る
こ
と
な
く
、
町
の
発
展
に
な
お

一
層
精
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

宮木芙美代 さん（剣吉）
2018 年世界インドア 
アーチェリー選手権大会 
リカーブ女子　個人　 
第４位

佐々木円
ま ど か

花さん（小向）
2018 ストックホルム青少
年水大賞・国際大会 準グ
ランプリを受賞

丸子慶二郎 さん（剣吉）
全国空手道選手権大会　
個人戦　中学 1 年生男子
組手　第３位

大平  竜
た つ よ し

福 さん（森越）
2018 ストックホルム青少
年水大賞・国際大会 準グ
ランプリを受賞

佐藤  友衛 さん（大向）
南部町納税貯蓄組合長並
びに民生委員児童委員の
職にあって地方自治の振
興発展に貢献

工藤町長から表彰状を授与される
受賞者

ボランティアなんぶ
※写真は代表の西塚りよさん

一般社団法人日本善行会
より秋季善行表彰を受賞

坂本  成海 さん（杉沢）
2018 ストックホルム青少
年水大賞・国際大会 準グ
ランプリを受賞

受賞者を代表して謝辞を述べる佐藤さん参加者一同、心を一つに町民憲章唱和

【 善行表彰 】 【 功労褒賞 】
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空気が乾燥する冬には火災に注意しましょう

ラッパ隊の迫力ある演奏に合わせ、徒歩部隊、車両部隊が堂々と行進

地域防災へ士気高く  南部町消防団出初式

●初期消火は天井に火が移るまで。それ以降は直ちに避難する。
●出火建物から一度屋外へ避難した場合は、絶対に屋内へ戻らない。
●お年寄りや身体の不自由な人は、１階の避難しやすい部屋に就寝する。
●火災をいち早く発見するために、住宅用火災警報器※を設置する。

１
月
20
日
、
南
部
町
消
防
団

出
初
式
が
平
・
上
名
久
井
地
区

で
開
催
さ
れ
、
団
員
４
３
０
人

は
勇
壮
な
分
列
行
進
や
纏
ふ
り
、

は
し
ご
乗
り
な
ど
を
披
露
し
、
地

域
防
災
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

は
じ
め
に
団
員
た
ち
は
、
中
坪

百
貨
店
か
ら
上
名
久
井
諏
訪
神

社
に
か
け
て
の
商
店
街
に
整
列
集

合
。
工
藤
町
長
ら
の
観
閲
を
受
け

た
後
、
車
両
36
台
を
伴
っ
て
、
分

列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雪
が

ち
ら
つ
き
、
寒
さ
も
厳
し
い
中
、

団
員
た
ち
は
堂
々
と
し
た
姿
を

見
せ
、
見
守
る
地
域
住
民
に
消

防
団
の
心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
場
所
を
名
川
中
学
校

に
移
し
て
、
式
典
を
開
催
。

工
藤
町
長
が
「
防
災
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
次
の
時
代
が
災
害
の
な
い

社
会
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」

と
訓
示
。
ま
た
西
村
団
長
が
「
団

員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意
欲
を

持
っ
て
、
消
防
技
術
の
習
熟
に
努

め
、
南
部
町
消
防
団
全
体
が
発

展
し
続
け
る
こ
と
を
強
く
願
い
ま

す
」
と
団
員
た
ち
を
激
励
し
ま
し

た
。

冬期間は空気が乾燥し火災の発生が多くなります。火の元の管理を徹底し、住宅火災から命を

守るために以下のことに注意しましょう。

問合せ　▶三戸消防署　☎ 0179-22-1140　　　  　　　▶三戸消防署名川分署　☎ 0178-76-2416
　　　　▶三戸消防署福地分遣所 　☎ 0178-84-2103

※逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。設置している家庭では、定期的に

住宅用火災警報器の作動を確認しましょう。また、警報器が古くなると電子部品の劣化や電池切

れ等で火災を感知しなくなることがあるため、10年を目安に本体を交換しましょう。
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表彰された四戸さん（左から３人目）と佐々木さん
（右から２人目）

根市  正彦  さん
（名川地区）

谷内  恭介  さん
（南部地区）

川守田いつみ  さん
（名川地区）

石井みほ子  さん
（南部地区）

昨年は自然災害が多発し、北海道胆
い ぶ り

振東部地震や西日本を中心に甚大な被害をもたらした豪
雨災害など、多くの尊い命が失われています。

日赤青森県支部では、北海道胆振東部地震の被災地に医療救護班ならびに被災者のこころのケアを行う
救護班を派遣したほか、救護物資の提供や義援金の受付などを行ってきました。日本赤十字社のこうした
活動は、主に皆さんから寄せられる会費（社費）・寄付金で支えられています。

人々の「いのちと健康を守る」活動を推進するため、南部町赤十字分区から協力依頼を受けた町内会の
方が、皆さんの自宅を訪問しますので、会費（活動資金）についてご協力をお願いします。

問合せ　▶日本赤十字社青森県支部組織振興課　☎ 017-722-2011
　　　　▶健康福祉課（健康センター）　☎ 0178-60-7101

平成 30 年 12 月 31 日付で、人権擁護委員を
退任された四戸清榮さんと、佐々木秀雄さんに
1 月 10 日、法務大臣からの感謝状が青森地方法
務局八戸支局鳴海藏

く ら ま ろ

麿支局長から伝達されました。
四戸さんは、名川地区の委員を 4 期 12 年間、

佐々木さんは、南部地区の委員を 3 期９年間務
め、人権の擁護と人権思想の普及高揚に尽力さ
れてきました。

これまでの活動を振り返り 2 人は「多様な視点
から問題をとらえることの大切さを学び、相談
者の話をよく聴いて、相手の気持ちを理解する
ことを心がけてきました。今後も地域のために
奉仕していきたい」と話しました。

退任された四戸さんと佐々木さんに変わり、
根市正彦さん（下名久井）が名川地区の人権擁
護委員に、谷内恭介さん（大向）が南部地区の
同委員に委嘱されました。

根市さんと谷内さんの任期は、平成 31 年１月
１日からの３年間です。

また、名川地区の人権擁護委員に川守田いつ
みさん（剣吉）、南部地区の同委員に石井みほ子
さん（沖田面）が再任されました。

川守田さんと石井さんの任期は平成 31 年１月
１日からの３年間です。

赤十字会員（社員）増強・活動資金増収運動にご協力をお願いします

退任人権擁護委員感謝状伝達式

人権擁護委員に委嘱 新任 再任

四戸清榮さん（上名久井）と佐々木秀雄さん（相内）に感謝状

まちの人権擁護委員
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《今月の新 刊》

≪おすすめセレクション≫

【盲導犬を知る！（４年生）】

【南部藩の歴史学習（６年生）】

◆医師が教える発行食スープ
◆病気の9割は歩くだけで治る！
　PART2
◆絶望の隣は希望です！
◆献灯使
◆平成くん、さようなら
◆熱帯
◆高橋弘希の徒然日記
◆小学生になったら図鑑
◆ブラックないきもの図鑑

【図書蔵書検索システム】図書室の蔵書を検索できますので、ご活用ください。（URL：http://www.lib-eye.net/nanbu/）

３月12日（火）～３月15日（金）は特別蔵書点検のため休室になります。

松尾　恒夫  著

長尾　和弘　著
やなせたかし　著
多和田葉子　著
古市　憲寿　著
森見登美彦　著
高橋　弘希　著
長谷川康男　著
今泉　忠明　著

本校は、剣吉城趾に位置し、郷土の歴史を学ぶのに
恵まれた環境です。今年度、６年生は新たな取組とし
て「歴史の達者達人」坂本瑞男先生を講師に招き、剣
吉城主・北

き た の ぶ ち か

信愛にスポットを当てた学習をしました。
「剣吉にこんなすごい人がいてびっくりした。豊臣秀
吉にも関わっていたなんて」「今、通っている学校は
歴史的な場所なんだ」など、自分の住む地域の歴史が
教科書の歴史とリンクした瞬間でした。

また、４年生は、総合的な学習の時間に福祉を視点
として学んでいます。「盲導犬を知る！」学習では、ユー
ザーの方から盲導犬との生活や特性について教えてい
ただき実際に触れ合い、自分たちにできることを考え
ました。他にも、長坂下環境保全隊との米づくり、新
生ハートフルライブラリーによる読み聞かせ、久保一
繁さんや舘松榮喜さんにお世話いただいている七踊り
鑑賞会など、地域の方に支えられ学習を進めています。
これからも、「地域を知り、地域とともに」価値ある
教育活動を展開していきたいと考えています。

校長：坂本　晴美　　児童数：92名

「地域を知り、地域とともに」

著者は青森県八戸市
出身。 郷里の家族と
ちいさな命を描く、 と
きに激しい南部弁の
響きに満ちた、 温か
い作品集。

１年間でぷっくり太っ
てしまったおひなさま
と不思議な交流！３月
３日のひなまつりを前
に、 親子で楽しめる
絵本です。

「幸福な水夫」
木村　友祐　著

「ひみつひみつの
ひなまつり」

鈴木　真実　著

名川中学校図書室１階（町民図書室）

図書室からのお知らせ
町民の皆さまはどなたでもご利用できます

休室日　 毎週月曜日・国民の休日・毎月第４金曜日
【問合せ】 名川中学校図書室１階　 ☎0178-76-3121

剣吉小学校
町の学校紹介　〜各校の特色ある教育〜
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J３での活躍を誓うヴァンラーレ八戸のスタッフらシンポジウムでの意見交換の様子

伸ばす筋肉を意識しながらストレッチをする参加者 競り人の威勢のいい掛け声で活気あふれる競り場内

南部氏と南部地方に関わる歴史や文化、伝統を

研究する学問「南部学」。その研究成果を発表する

「南部学研究会」が12月16日、楽楽ホールで開

催され、関東や東北各県から参加した約 240人が、

戦国大名南部氏の歴史ロマンに思いを馳せました。

研究発表後には、講演者全員によるシンポジウ

ムが行われ、聖寿寺館の当時の空間構成や二階建

ての建物跡について議論。考古学や文献史学、建

築史学など異なる視点から、示唆に富んだ見解が

示され、参加者は熱心に聴き入っていました。

JFL（日本フットボールリーグ）の2018年シーズン

で総合成績第３位になり、プロリーグ J3への昇格を

果たしたヴァンラーレ八戸のチームスタッフらが12月

19日、役場本庁舎を訪れ、工藤町長に報告しました。

菅原康平取締役事業本部長は「皆様の温かい応

援のおかげで、“J3 昇格” の念願を叶えることがで

きました。プロリーグでも自分たちらしいプレーで

勝負していきたい」と話し、工藤町長は「地元から

プロチームが誕生し、大変誇らしく思います。さら

なる活躍を期待しています」と話しました。

12月19日、町と青森県医師会健やか力推進セ

ンターは、剣吉公民館で研修会を開催しました。

健康講話では、青森県の日本一短命の現状を、

生活習慣や健診受診率などの具体的数値を交えて

解説。また、平均寿命最長県の長野県を参考に、

健康リーダーを育成し地域ぐるみで健康づくりに

取り組む必要性が呼び掛けられました。

その後、参加者は体組成測定、立ち上がりテス

トなどを通じて健康状態、体力を確認し、最後は、

気軽にできるストレッチを学びました。

１月７日、南部町営地方卸売市場で初競りが行

われ、買受人や市場職員らが1年の商売繁盛を祈願

しました。

式典では、当市場の開設者でもある工藤町長が

「職員一同力を合わせて、町営の市場として地域経

済の発展に貢献していきたい。盛況な取引で良い年

になることを祈念します」とあいさつ。

競り場では、りんごや長芋、にんにくなどの新鮮

な野菜・果物がずらりと並び、競り人の掛け声ととも

に、次々と競り落とされていきました。

まちの話題

プロリーグでの飛躍を誓う
ヴァンラーレ八戸が J ３昇格を報告

最新の研究成果を披露
第5回　南部学研究会

地域ぐるみで健康づくりを 
健康測定会 / 健やか隊員フォローアップ研修会

盛況なセリ取引を祈願 
南部町営地方卸売市場　初競り
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工藤町長を前にフルートを演奏する坂本さん 京都大学の先生から指導を受ける生徒たち

探しあてた大きないちごをほおばる園児たちまわしを引き合い、互いに力を出し切った熱戦

2 月 3日に開催される全日本中学生・高校生管

楽器ソロコンテスト東北大会に出場する南部中３

年の坂本結衣さんが 1月 9日、工藤町長を訪れ、

大会への決意を話しました。

中学からフルートはじめた坂本さんは、昨年 6

月に岩手県で開催された北東北大会で金賞に輝

き、東北大会への出場権を獲得。部活動に加え、

個人練習も増やし大会へ挑む坂本さんは「悔いが

ないよう力を出し切る」と決意を語り、本番で演

奏する曲を工藤町長を前に披露しました。

雪国向けＬＥＤ信号機の実用化を目指して研

究を進めている名久井農業高校（西館実校長）は

1月22日、共同で研究する京都大学の関係者を招

き、特別授業を行いました。

研究3年目を迎えた今年度は、低温状態では信

号機に着雪が残る課題を、特殊なフィルムを信号

機の表面に貼りつけ、通電し温めることで解決でき

ないかと模索。今後ＬＥＤ信号機を購入し、外気

の温度変化に応じた融雪機能の研究を進める予定

です。この日はその予備研究を行いました。

達者村農業観光振興会（川守田義雄会長）が行

う「農業観光四季のまつり」において、「北国の “い

ちご狩り”」がスタートしました。

１月 11日、ベリーズ司園（工藤司園主）でオ

ープニングセレモニーが開催され、招待されたチ

ェリー保育園の年長児 19人が、赤々と実り輝く

いちごを摘み取りながら、甘く口いっぱいに広が

る冬の味覚を堪能しました。

いちご狩りは６月下旬まで開催する予定です。

ぜひ甘くジューシーな味覚をお楽しみください。

1月8日、名川Ｂ＆Ｇ海洋センターで町内小学

生を対象とした相撲体験教室が開催されました。

はじめに、子どもたちは簡易まわしを着用し、

裸足で四股やすり足、股割りなど相撲の基本動作

を体験。慣れない動きに息をきらし、戸惑う様子

もみられましたが、だんだんと上達し、その後の

取組では熱戦が続きました。

また、講師の海洋センター職員との取組でも、

子どもたちは臆することなく元気いっぱいに向かっ

ていき、相撲の楽しさを体感しました。

【北国の“いちご狩り”（予約制）】
40分間食べ放題（持ち帰りは別料金）
中学生以上1,500円／小学生1,000円／３歳以上500円
＜予約・問い合わせ＞　ベリーズ司園　☎0178-76-3625

TOWN TOPICS

フルートで東北大会に出場 
南部中学校 3 年坂本結衣さん

雪国向けＬＥＤ信号機の研究 
名農校が京都大学と共同で研究授業

“いちご狩り” がスタート
「北国の“いちご狩り”」オープニングセレモニー

冬休みに相撲を体験 
名川Ｂ＆Ｇ海洋センターで相撲体験教室を実施
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予防接種の受け忘れはありませんか？

子育て通信
おいでよ！子育て支援センター

子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
子どもなら、だれでも参加できます。

子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出してい
ますので、気軽にご利用ください。

予防接種は、子どもを病気から守り、社会全
体に病気がまん延することを防ぐものです。

定期的に母子健康手帳を確認し、受け忘れの
ないようにしましょう。

○風しんは、今年度患者数が大幅に増加してい
ます。ワクチンの接種が感染を防ぐ最も有効
な方法です。対象年齢内に早めに受けましょう。

○日本脳炎は、平成19 年 4 月1日までに生まれ
た人を対象に、未接種分を 20 歳の誕生日前
日まで無料で受けられる特例措置があります。

問合せ　健康福祉課（健康センター）　
　　　　☎ 0178-60-7100

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談  実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

２歳児歯科健康診査 実施日：２月14日（木）　対象H28.６月～H28. ８月生まれ 受付12時15分～12時45分
４歳児健康相談 実施日：２月19日（火）　対象H26.６月～H26. ７月生まれ 受付13時00分～13時30分
３歳児健康診査 実施日：３月 ７日（木）　対象H27.７月～H27. ８月生まれ 受付12時00分～12時15分
 乳児健康相談 実施日：３月12日（火）　対象H30.10月～H30.11月生まれ 受付13時00分～13時30分

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 B型肝炎・ポリオ・MR・水痘 BCGは、2月18日、3月11日
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日　9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　　9時～11時 全種類 BCGは、2月13日、3月13日

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日　9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　　9時～11時30分

ポリオ

はらだクリニック 月・水・金曜日　　　9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　　9時～12時 B型肝炎

スワンクリニック 月・水曜日　　　　　9時～11時
金曜日　　　　　　　9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

乳幼児予防接種 実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・ＢＣＧ・ＭＲ・水痘・日本脳炎・ポリオ

福地保育園　　　　　　　　☎ 0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分〜11時

２月 ８日　雪あそび
２月15日　お誕生会
２月22日　ひな飾り製作
３月 １日　ひなまつり

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分〜11時

２月13・20・27 日
３月 ６日　

子育てサークルにこちゃんクラブ
月曜日／10時〜12時

２月18・25 日　
３月４日

なんぶ保育園　　　　　　　☎ 0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時〜12時

２月13日　お誕生会
２月20日　氷を作ってみよう
２月27日　ひなまつり製作
３月６日　ひなまつり誕生会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時〜14時

２月７・12・14・19・21・26・28日
３月５・７日

チェリー保育園　　　　　　☎ 0178-51-8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時〜11時

２月14日　シールあそび
２月21日　製作・おひな様
２月28日　お誕生会

３月14日　お別れ茶話会・
　　　　　　たこ焼きやこう

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜11時

２月 13・18・20・25・27 日
３月 11・13 日

種類 対象年齢 回数
Ｂ型肝炎 生後1歳未満 ３回

Ｈｉｂ

生後２か月
　～５歳未満

標準的には４回
＊開始時期によ
　り回数が異な
　ります

小児肺炎球菌

四種混合
生後３か月
　～7歳6か月未満

４回

ＢＣＧ 生後３か月～1歳未満 １回

ＭＲ
(麻しん・風しん)

1歳～２歳未満 １回

小学校入学前の1年間 １回

水痘 1歳～３歳未満 ２回

日本脳炎
生後６か月～７歳６
か月未満

３回

９歳～13歳未満 １回

二種混合
11歳～13歳未満
（小学6年生）

１回

子宮頸がん
小学6年生～高校1
年生相当年齢の女子

３回
＊積極的な勧奨を
　控えています
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対象児童
・下校後、保護者の就労等により、家に帰って
　も誰もいない小学１～３年生
・下校後、保護者の就労等により、家に帰って

も誰もおらず、一人で留守番が難しい特別
な理由がある小学４～６年生

開設時間
・平日／下校後～18時30分
・土曜日、学校休校日、長期休業日／
　　　　７時30分～18時30分
保育料　月額2,300円
申込方法　各庁舎に備え付けの申請書に必要事

項を記入の上、就労証明書等を添付して提出
してください。

申込期限　２月28日（木）問合せ　健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

町内の学童保育

むし歯ゼロの元気な なんぶっ子 　１月10日  3歳児健康診査

きむら  おうが  くん

（福田）

かわらぎ  はるま  くん

（下名久井）

しもいた  りく  くん

（福田）

にしづか  りくと  くん

（沖田面）

やまだ  れん  くん

（杉沢）

さかもと  あさひ  くん

（森越）

ふない  みれい  ちゃん

（平）

なかばやし  はな  ちゃん

（森越）

くどう  ゆうと  くん

（下名久井）

平成31年度学童保育入会児童募集

クラブの名称 場所
向児童クラブ 旧向保育所
南部児童クラブ 南部老人福祉センター
名久井なかよしクラブ 名久井小学校
剣吉なかよしクラブ 南部芸能伝承館
名川南なかよしクラブ 名川南小学校
福地学童保育クラブ ゆとりあ
福田学童保育クラブ ゆとりあ
杉沢学童保育クラブ あけぼの研修センター
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町が実施する歯科健診（いずれも無料） 実施する町内の歯科医院

問合せ　健康福祉課（健康センター）☎ 0178-60-7100

受診時に持参するもの

■歯周病検診
■後期高齢者歯科健康診査
■妊婦歯科健康診査
■幼児フッ素塗布

歯科医院名 電話
イナムラ歯科医院 ☎0178-76-1717
千葉歯科医院 ☎0179-34-3310
中村歯科医院 ☎0178-75-0611

夏堀デンタルクリニック
南部診療所

☎0178-60-1111

宮沢歯科医院 ☎0178-75-0067
□受診券（無料券）
□健康保険証
□母子健康手帳
　（妊婦歯科健診、幼児フッ素塗布の場合）

※歯周病検診の対象者には、受診券（無料券）を
町から郵送しています。 ■妊婦と歯周病の関連

　妊娠中はむし歯や歯周病にかかりやすく、
歯周病にかかっていると、低体重児出産や早産
の頻度が高まる可能性も報告されています。

★妊娠中はこまめに歯みがきをして、歯と口の健康
を維持しましょう。

★産まれてくる赤ちゃんの健康のためにも、妊婦
歯科健診を受診しましょう。

■フッ素のはたらき

・歯を溶かす原因である酸に対して、抵抗力の
　ある丈夫な歯を作る。
・むし歯菌から作られる酸の生成を抑制する。
・むし歯になりかけの歯を元の状態に戻す。

■健康長寿は歯と口の健康から
滑舌の悪さや食べこぼしなど、歯や口の機能

の低下は体が弱っていく前兆であるといわれて
います。定期的に歯科健診を受け、健康な心身
を保ちましょう。

妊娠期間中に１回、受診できます。妊娠届の
際に受診券（無料券）を交付します。

対象　町内に住民登録をし、母子健康手帳の
　　　交付を受けた妊婦

対象年齢ごとに２回分のフッ素塗布ができま
す。対象者には個別にお知らせしています。

対象　町内に住民登録をしている２歳から
　　　６歳の子ども

実施期間　誕生日から翌年誕生日の前日まで

対象　町内に住民登録をしている75 歳以上の人
※受診希望者は、健康福祉課保健医療班（☎
　0178-60-7100）に電話でお申込みください。
　申し込み後、受診券（無料券）を送付します。

■歯周病検診はなぜ必要なの？
成人の約８割が歯周病にかかっているともいわ

れ、歯周病は日本人の歯を失う原因の第１位とな
っています。

歯周病は歯ぐきが腫れたり歯が動くようになって
気づくことが多く、重症化すると全身の病気を
発症・悪化させることがあり危険です。そうなる
前に、まずは歯周病検診を受診しましょう。

今年度の歯周病検診・後期高齢者歯科健康診査
の受診期限は 3 月末です。
対象の人はお早めに受診しましょう。

20・25・30・35・40・45・
50・55・60・65・70 歳

歯周病検診 妊婦歯科健康診査

幼児フッ素塗布後期高齢者歯科健康診査

町の歯周病検診対象年齢

歯科健診を受けましょう！ ～元気な歯で生き生きと～
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保健推進員の皆さんが訪問します

受診する項目を決めましょう

受診方法を決めましょう

問合せ
　健康福祉課（健康センター）
　☎ 0178-60-7100

町では、町民の皆さんの健康を守るため、特定健診と各種がん検診を行っています。

健診は一年に一度、ご自身の健康状態を知るチャンスです。ぜひ来年度の住民健診に申し込みしてください。

今年度の健診、受け
ましたか？まだ受診
されていない方で、
健診をご希望の方
は、健康福祉課へご
連絡ください。まだ
間に合います !

【特定健診】　加入の医療保険ごとに行われる健診です。

【各種がん検診】

※上記以外の人は、事業主あるいは医療保険者にお問い合わせください。

※ 特定健診及び各種がん検診の対象年齢は、2020 年 3 月末時点での年齢です。
※ 70 歳以上の方と生活保護受給者は、がん検診の自己負担額が無料になります。

町では、住民健診の申込みの取りまとめを、保健

推進員の皆さんにお願いしています。

各地区の保健推進員が、２月から３月にかけて、

各世帯へ健診のご案内のチラシと「住民健診申込書」

をお届けします。記入の済んだ申込書は、保健推進

集団健診と個別健診のどちらかの受診方法をお選
びください。特定健診と各種がん検診を同時に受診
することもできます。
個別健診を実施している健診機関は次のとおり
◆南部町医療センター　　　☎ 0178-76-2001
◆八戸西健診プラザ　　　　☎ 0178-21-1717
◆八戸市総合健診センター　☎ 0178-45-9131
◆五戸町健診センター　　　☎ 0178-62-5510
※子宮頸がん検診は、三八管内婦人科でも受診できます。

項目 加入保険など 対象年齢 自己負担

特定健診

健康診査

南部町国民健
康保険加入者

30〜69歳 1,000円
70〜74歳 300円

後期高齢者医
療制度加入者

75歳以上
65〜74歳の加入者

無料

生活保護受給者 30歳以上 無料

員が回収します。

留守などの場合は、健康福祉課から申込書類を郵

送しますので、ご記入の上、同封の返信用封筒にて

ご返送ください。

国保人間ドックのご案内
　2018 年度より開始しました国保人間ドッ
クを、引き続き 2019 年度も行う予定です。
　実施の会場や、申し込み方法の詳細につい
ては、健康福祉課までお問い合わせください。

種類 対象者 自己負担 検査内容
肺がん・結核検診

30歳以上
無料 胸部X線撮影

胃がん検診 500円 胃部X線撮影（バリウム）
大腸がん検診 500円 便の潜血反応検査
前立腺がん検診 50歳以上の男性 800円 血液検査（ＰＳＡ）
肝炎ウイルス検査 40・45・50・55・60歳の方 無料 血液検査

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 1,000円 視診、内診、細胞診
※超音波検査は別途1,080円

乳がん検診 40歳以上の偶数年齢の女性 500円 マンモグラフィ
骨密度検査 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 1,000円 骨のX線撮影

2019 年度　住民健診の申込みが始まります
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ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、最初に開発された新薬（先発医薬品）の特許期間が切れた後に、製造・
販売される、新薬と同じ有効成分・効能・効果を持つ医薬品です。

新薬に比べ、価格が安く自己負担の軽減になり、医療保険制度の安定にもつながるため、ジェネリック医薬品
を希望しましょう。

安全性については、新薬と同様に薬事法に基づいて厳正に審査され、
厚生労働省の認可、厚生労働大臣の承認を受けた安全な薬だけが製造
・販売されています。

【注意】
①すべての医薬品にジェネリック医薬品があるとは限りません。
②症状や治療内容によっては、ジェネリック医薬品に切り替えが
　できない場合がありますので、医師や薬剤師にご相談ください。
問合せ　健康福祉課（健康センター）　☎ 0178-76-3323

高齢者を介護している男性を対象に介護教室を開催しますので、お気軽にご参加ください。介護方法や介護予
防について学びながら、同じく介護をしている方々との交流を通して、気持ちをリフレッシュしましょう。

日時　３月１日（金）　9 時 30 分 ～ 12 時（受付 9 時 ～）
場所　保健福祉センター　ぼたんの里
対象者　高齢者を介護している男性
内容　・認知症介護について（講話）　　　　　　・車いすへの移乗の仕方（実技指導）
　　　・介護者交流会、介護相談（参加者の希望により内容を変更することがあります）
参加費　無料
申込期限　２月 22 日（金）
申込・お問合せ　地域包括支援センター（健康センター内）　☎ 0178-76-2555

日時　2 月 12 日（火）、25 日（月）、
　　　3 月 11 日（月）
時間　13 時 30 分～ 17 時、
　　　17 時 30 分～ 18 時 30 分
会場　健康センター２階　運動指導室
内容　体組成測定（体脂肪・筋肉量）、血管年齢

測定、骨密度測定、血圧測定、内臓脂肪量測定、
保健師・栄養士による健康相談、運動器具体験

※要予約…運動器具体験（1 回 30 分間まで）、内
　　　　臓脂肪量測定（対象年齢 20 ～ 74 歳
　　　　15 時 ～18 時）。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎ 0178-60-7100

病気やけがなどで輸血を必要としている人の
命を救うため、18 歳から 65 歳の健康な人に
400 ㎖の献血をお願いしています。

献血にご協力いただいた人には血液検査の結
果が送付され、健康管理に役立てることができ
ますので、初めての人もぜひご協力ください。
日程　２月 20 日（水）
　▷南部分庁舎　９時～ 11 時 30 分
　▷健康センター　13 時～ 16 時
その他　安全で責任のある献血をお願いする

ため、運転免許証など本人確認ができるも
のを持参してください。　

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎ 0178-60-7101

国保からのお知らせ　～ジェネリック医薬品を希望しましょう～

「男性のための介護者教室」参加者募集

達者 de 健康相談 献血にご協力ください  　　
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今月のテーマ：「認知症」 ～南部町健康増進計画「第３次すこやか南部21」～

【問合せ】 健康福祉課（健康センター）
 ☎ 0178-60-7100

私たち一人ひとりができること みんなでできること

高血圧症、糖尿病などの生活習慣病は、認知症の危険因子といわれています。また、運動不足、食生活の乱れ、
睡眠不足、お酒の飲み過ぎ、喫煙など、日々の生活習慣を見直すことが認知症予防につながります。

★食生活…栄養バランスのよい食事が大切です。緑黄色野菜や青背の魚を積極的に摂りましょう。
★運動……ウォーキングや体操などを無理のない程度に。家事など日常生活で積極的に体を動かしましょう。
★持病をコントロール…持病のある人は、きちんと服薬、定期的な通院を心がけましょう。
★閉じこもりを防ぐ……趣味、集まりへの参加、近所や友人との交流など、人と会う機会を増やしましょう。

認知症は脳の病気です
　認知症になると、記憶や思考などの能力が少しずつ低下し日々の生活に支障がでるようになります。原因となる
脳の病気や障がいがでる脳の部位などによってさまざまな認知症の種類や症状があります。

加齢による物忘れと認知症の違い
　加齢による物忘れと認知症による物忘れは違います。例えば、朝ごはんに何を
食べたか思い出せないといった体験の一部を忘れるのは加齢による物忘れですが、
朝ごはんを食べたこと自体を忘れてしまう場合には認知症が疑われます。

認知症は早期発見が大切です。それは認知症が時間とともに進行する病気だからです。完治が難しい病気ともさ
れていますが、早期に発見して適切に対処すれば、その人らしい充実した暮らしを長く続けることができます。

特に、軽い記憶障害があっても「軽度認知障害（ＭＣＩ）」の段階で発見できれば、認知症への移行の予防や先
送りができます。「もしかして？」と思った場合は、本人、またはご家族から「かかりつけ医」に相談してみましょう。

南部町地域包括支援センターでは認知症の相談を随時受け付けております。ご心配なことがありましたらまずは
お電話ください。

●体験や出来事の一部を忘れる
●ヒントがあれば、忘れた部分を思い出す
　ことができる
●物忘れをしている自覚がある
●人や場所まで分からなくなることはない

●体験や出来事のすべてを忘れる

●ヒントがあっても思い出せない

●物忘れが頻繁に起こる

●人や場所まで分からなくなることがある

認知症を予防する・進行を遅くする生活習慣

～　早めの相談や受診が大切です　～

★認知症について正しく理解し、 

予防のために生活習慣病や閉じ

こもりに注意しましょう。

★認知症の心配が ある場合は、 

医療機関や役場に相談しましょう。

★地域で認知症の人の見守りや声

がけをしましょう。

★認知症予防のためにも地域住民

が積極的にコミュニケーションを

とり、交流を図りましょう。

問合せ・相談先　南部町地域包括支援センター（南部町役場健康福祉課内）☎0178-76-2555

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

「すこやか南部」通信 パート10
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其の10飲み物・お酒（3）/麺類/郷土工芸品・陶芸品手工芸品（1）

南部町では、「安全・安心・健康」をキーワードに、食べる、飲む、使うことで達者（健康）になれ
るような農産加工品、お菓子、手工芸品などを「達者村認証産品」として認証しています。第 10 回目は、
前回に引き続き、町内でとれた果物や作物を使用したお酒、麺類と、陶芸品・手工芸品を紹介します。

南部町の米“ふくちこがね”
と梅（豊後）を使用した
日本酒ベースのお酒で
す。

町内で栽培したそば粉と
小 麦 粉を 8:2 の 割 合で
打った生そばです。

窯元所有の山、田より採
掘した粘土により焼き上
げた独特の風合いあふれ
る陶芸品です。

着古した浴衣などを裂き、
しっかりと編み上げたぞう
りです。持込みの材料で
の作成も承ります。

南部町商工会
南部町斗賀上平 13-32
TEL： 0178-75-1133

ながわ百笑苦楽部
南部町平姥懐 8-3
TEL： 0178-76-1060

砂庭　大門
南部町平前ノ沢 59
TEL：0178-76-2249

なんぶの梅酒

生そば

達者ぞうり南部名久井焼陶器

達者村人くらぶ
南部町虎渡虎渡 39-7
TEL：0178-75-1087

認証産品紹介コーナー
友～ったり　遊～っくり　農～んびり

「趣味の教室」発表会を開催します
「趣味の教室」は、町民が関心のある教室を各

サークルごとに開講し、自己の知識・能力の向上
を図り、町民相互の交流を深めることを目的とし
ている事業です。平成30年度の『趣味の教室』の
“楽習”の成果発表会を開催しますので、皆さん、
どうぞご来場ください。

問合せ　社会教育課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2132

日時　３月３日（日）
　作品展示　10時〜
　ステージ発表　12時 〜
場所　楽楽ホール

発表教室
南 部 詩 吟 社交ダンス 太 極 拳 シルバーコーラス
カ ラ オ ケ 混声コーラス カラオケ研 究 リフレッシュ体操
合 氣 道 紙 芝 居 ヘルスアップ まべち詩吟
生 け 花 エアロビクス パッチワーク パ ソ コ ン
女声コーラス 舞 踊 スポーツ吹矢 フレッシュレクダンス
ブックトーク ヨ ガ 写 真 絵 画 陶 芸
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原野商法の二次被害にご注意ください

国民年金保険料免除等の申請について

原野商法とは …？
原野商法とは、将来の値上がりが見込めない原野や

山林などの土地を、値上がりするかのように偽って
販売する手口です。

相談事例
30 年ほど前、母親が「将来宅地になる、値上がり

する」と勧められて山林を購入した。
しかし、その後宅地になることはなく畑として使う

しかなかった。ところがある日、県外の不動産会社か
ら「高額で売却できる物件だ。他県では税金対策で企
業が欲しがっている。売却するなら仲介をする」と勧
誘され、売却にあたっての準備費用として 30 万円の
支払いを求められた。先に費用を請求されたことに不
安を感じ、契約は保留とした。信用できる話だろうか。

（50 代女性給与生活者）

消費生活センターからのアドバイス
★原野商法で購入した土地や、以前から所有して処分

に困っている土地について、「土地を高く売らない
か」などという勧誘には、慎重に対応しましょう。

★身近に高齢者がいれば、周囲の人が見守るようにし
ましょう。

相談先　
八戸市消費生活センター

【八戸市庁（別館 5F）くらし交通安全課内】
☎ 0178-43-9216

（消費者ホットライン 188）
受付時間　8 時15分～17 時
　　　　　（月～金曜日（祝日・年末年始を除く））
相談料　無料

保険料を納め忘れの状態で、万が一、障害や死亡といっ
た不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年
金を受けられない場合があります。

失業等による経済的理由で、国民年金保険料を納付す
ることが困難な場合には、保険料の納付が免除または猶
予となる「保険料免除制度」「納付猶予制度（50 歳未満）」

「学生納付特例制度」があります。
申請日時点の 2 年 1 か月前の月分まで遡って免除また

は猶予申請することができるので申請を希望する人は、
住民生活課（南部分庁舎）または福地サービス班（本庁舎）、
名川サービス班（健康センター）で手続きをしてください。

申請書は窓口に備え付けてあります。

問合せ　
▶八戸年金事務所国民年金課 ☎ 0178-43-7369
▶住民生活課（南部分庁舎） ☎ 0179-34-2111
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13代南部守行肖像画
（もりおか歴史文化館所蔵）

13 代守行が救援したと伝わる遠野市横田城跡聖寿寺館跡空撮写真（H30.10 北西より撮影）
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北
海
道
）
へ
敗
走
さ
せ
、
室
町

将
軍
家
が
調
停
に
乗
り
出
す
事

態
と
な
り
、
さ
ら
に
永
享
７
年

（
１
４
３
５
）
に
は
和
賀
郡
（
岩

手
県
中
西
部
）
に
軍
勢
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
都
の
公
家
の
日

記
『
看
聞
御
記
』
に
は
、
応
永
25

年
（
１
４
１
８
）
に
都
に
上
洛
し
、

馬
百
頭
、
金
千
両
を
室
町
幕
府
四

代
将
軍
義
持
に
献
上
し
て
い
る
こ

と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
力
な
奥
羽
の
郡
守
護
ク
ラ
ス

の
領
主
た
ち
は
室
町
将
軍
と
直
接

主
従
関
係
を
結
び
、「
京
都
御
扶

持
衆
」
と
し
て
遇
さ
れ
、「
屋
形
」

号
を
名
乗
り
、
定
期
的
に
都
へ
上

洛
の
上
、
貢
馬
・
貢
金
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
守
行
の
官
途
は
『
正

五
位
上
大
膳
大
夫
』と
伝
え
ら
れ
、

同
じ
東
北
の
有
力
者
で
あ
っ
た
伊

達
氏
や
葛
西
氏
と
並
ん
で
、
奥
州

屈
指
の
格
式
を
誇
り
ま
し
た
。

守
行
は
永
享
９
年（
１
４
３
７
）

現
在
の
遠
野
市
に
あ
る
阿
曽
沼
氏

の
居
城
・
横
田
城
救
援
の
た
め
に

出
陣
し
、
大
槌
に
進
軍
し
た
際
、

流
れ
矢
に
当
た
り
亡
く
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

遠
野
市
の
東
禅
寺
地
区
に
は
大

規
模
な
堀
で
区
画
さ
れ
た
守
行
の

墓
所
が
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
、
数
々
の
遠
征
や
上

洛
の
出
発
点
は
全
て
聖
寿
寺
館

だ
っ
た
の
で
す
。

文
責　

史
跡
対
策
室　

布
施
和
洋
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９
SAT

10
SUN

11
MON

12
TUE

13
WED

14
THU

15
FRI

16
SAT

17
SUN

18
MON

19
TUE

20
WED

21
THU

22
FRI

23
SAT

24
SUN

25
MON

26
TUE

27
WED

28
THU

１
FRI

２
SAT

３
SUN

４
MON

５
TUE

６
WED

７
THU

８
FRI

９
SAT

福
地
短
歌
会

な
ん
ぶ
短
歌
会

若
　
草
　
会

協働のまちづくりを誓う
工藤町長㊧ 佐藤学長㊨

桐生一般戦
埼玉新聞社杯

蒲郡
一般戦

下関GⅠ
中国地区選手権

住之江GⅠ
近畿地区選手権

大村
一般戦

桐生ルーキー
シリーズ

丸亀
一般戦

芦屋GⅠ
九州地区選手権

児島GⅡ
レディースオールスター

大村
一般戦

大村GⅢ
アサヒビールカップ

桐生一般戦
日本MB選手会長杯

戸田GⅢフォルクスワーゲン
戸田公園カップ

平和島
一般戦

多摩川
一般戦

津GⅠつつじ賞
王座決定戦

常滑
一般戦

平和島GⅠ
関東地区選手権

常滑
一般戦

常滑
一般戦

浜名湖GⅠ
東海地区選手権

鳴門GⅠ
四国地区選手権

住之江
一般戦

住之江
一般戦

桐生一般戦3支部
ガチ対決シリーズin桐生

戸田一般戦
男女W優勝戦

新
し
き
雪
を
掻
き
分
け
老
ふ
た
り
生
活
道
へ
の
通
路
つ
け
ゆ
く

八
十
に
な
り
て
初
日
を
拝
み
ぬ
親
の
齢
を
疾
う
に
超
え
き
て

み
く
じ
引
き
お
守
り
買
ひ
て
正
月
の
露
店
の
味
を
提
げ
て
歩
き
ぬ

逢
へ
ば
足
る
垂
乳
根
の
母
既
に
亡
く
柔
き
陽
差
し
の
冬
至
も
過
ぎ
ぬ

手
の
皴
に
青
く
浮
き
出
る
血
の
管
と
其
を
見
つ
め
る
眼
が
繋
が
る

愛
妻
の
大
名
湯
沿
い
い
こ
と
に
心
ゆ
く
ま
で
歌
の
本
読
む

孫
た
ち
と
年
賀
の
あ
い
さ
つ
交
は
す
時
ひ
と
き
は
眩
し
今
朝
の
わ
が
庭

昔
よ
り
寒
の
教
へ
の
つ
る
し
も
の
干
し
餅
つ
く
る
母
の
手
あ
か
き

歳
末
の
日
数
す
く
な
き
戌
年
を
振
り
向
き
謝
し
て
犬
と
散
歩
す

新
春
の
気
を
吸
ひ
な
が
ら
神
前
に
無
事
を
念
じ
て
鈴
振
り
鳴
ら
す

昼
も
夜
も
寒
さ
身
に
沁
む
年
の
瀬
に
亥
年
良
か
れ
と
餅
を
つ
き
だ
す

い
つ
の
日
か
鴨
居
の
写
真
に
並
ぶ
ら
む
嫁
ぎ
来
て
よ
り
六
人
送
る

御
神
籤
の
吉
を
一
位
に
結
び
つ
つ
八
十
三
歳
お
ろ
そ
か
な
ら
ず

亡
き
母
の
べ
っ
甲
の
櫛
手
に
軽
く
我
の
少
な
き
髪
梳
く
に
よ
し

年
の
暮
独
り
住
ま
ひ
し
色
浅
く
り
ん
ご
を
む
き
て
赤
を
見
つ
む
る

山
頂
よ
り
木
々
は
お
の
ず
と
白
銀
の
冬
に
む
か
っ
て
淡
く
鎮
ま
る

曇
天
に
一
条
の
光
射
し
こ
み
て
気
鬱
な
我
に
希
望
を
く
れ
る

晴
天
の
空
見
上
げ
つ
つ
予
感
め
く
飛
来
し
渡
る
白
鳥
よ
来
よ

青
空
に
幾
何
学
模
様
木
々
の
枝
寒
さ
気
に
せ
ず
し
ば
し
見
ほ
れ
る

山
菜
を
抱
え
き
れ
ず
に
横
背
負
い
よ
ろ
よ
ろ
膝
で
け
わ
し
い
道
を

電
線
に
一
羽
残
り
し
色
鳥
に
庭
の
繁
み
を
刈
ら
ず
に
残
し

モ
ノ
ク
ロ
に
な
り
し
里
山
や
ソ
ワ
ソ
ワ
と
道
行
く
人
も
気
忙
し
師
走

若
草
会
今
年
の
文
芸
が
ん
ば
っ
た
皆
で
祝
お
う
幸
せ
い
っ
ぱ
い

馬
場
　
昭
子

馬
場
　
　
操

馬
場
　
敬
子

坂
本
　
綾
子

佐
々

木
冴
美

八
木
田
順
峰

川
守
田
慶
三

大
久
保
雪
夫

奥
寺
　
睦
子

工
藤
　
裕
正

坂
上
　
傳
吉

水
梨
　
正
夫

根
市
　
政
志

奥
　
あ
さ
子

鶴
飼
　
千
年

向
山
　
敦
子

木
村
ひ
な
子

山
下
　
幸
枝

中
野
　
静
子

川
村
　
綾
子

一
ノ
渡
　
綮

安
ケ
平
千
代

小
林
　
青
山

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
スポーツ吹 矢の 備品購入や大 会の開 催で 競 技者の拡 大が図られたほかに、PR
活動により介護予防、健康増進及び世代間交流による活性化に貢献できました。

（南部町スポーツ吹矢愛好会）

デーレース ナイターレース

3 March2 February

町は、地域課題に迅速に対応し個性豊かな地域づくりのために、
国立大学法人弘前大学（佐藤敬学長）と包括的な連携協力協定を
締結しました。
主な連携事項は、地域産業および地域文化の振興、健康・医療・

福祉の向上、人材育成やまちづくりの推進などで、具体的な取組
みについては今後話し合うことにしています。
12月 26 日、バーデハウスふくちで行われた締結式では、工藤

町長が「大学が持つ知的資源の活用により、産業や地域の活性化
につなげていきたい」とあいさつ。佐藤敬学長は「地域の方々と
連携して活性化に貢献したい」と話しました。

地域活性化へ協力を誓う 町が弘前大学と連携協力協定を締結
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行政相談・人権相談
期日　３月７日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、剣吉公民館
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部
分庁舎）☎0179-34-2509

３・４月の休日窓口開設日
期日　３月２日（土）、16日（土）
　　　４月６日（土）、20日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の
　　　　交付、印鑑登録

※平日は、予約制で18時まで窓口
　を開設しています。
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎ 0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（平成31年１月20日現在）

人　口　18,240人　（−25）
　男　　  8,676人　（−８）
　女　　  9,564人　（−17）　
世帯数　  7,459世帯（＋１）

対先月比

町民ソフトバレー大会

日時　３月 10 日（日）
　　　８時 30 分〜
　　　（試合開始 9 時）
場所　町民体育館
チーム編成　町内および職場（町

内企業）対抗。男女４人混合制。 
※女性は２人以上参加とする。

参加料　1 チーム 1,000 円
申込み　町民体育館に備え付けの

申込用紙に記入の上、３月５日
（火）までに町民体育館に持参

または、ファックスにて提出して
ください。

組合せ抽選　
　３月５日（火）　19 時〜　
　町民体育館　小会議室
問合せ　　　
　町民体育館　
　TEL：0179-34-2761
　FAX：0179-34-2767

南部ふるさと塾

期日　３月 16日（土）
　　　13 時 30 分〜 15 時 30 分
場所　楽楽ホール
講師　弘前大学名誉教授　
　　　齊藤利男氏
演題　
　南部政長から南部信濃守信行へ
　- 南北朝内乱と三戸南部氏の登場 -
問合せ　史跡聖寿寺館跡案内所
　　　　☎ 0178-23-4711

八戸リサイクルプラザ
３月の体験教室

八戸リサイクルプラザでは、同
場所において３月の体験教室を開
催します。申込み期限は、開催日
の前日までです。
▷新聞紙バッグ作り教室
　日時　３月 10 日 ( 日 )
　　　　10 時〜 12 時
　定員　５人
　持ち物　
　・新聞紙２日分
　・30cm 定規

▷エコ布ぞうり作り教室
　日時　３月 16 日 ( 土 )
　　　　９時〜 12 時
　定員　10 人
　持ち物　
　・着古したＴシャツ４枚
　　（なるべく大きいもの）
　・裁ちばさみ　
　・洗濯ばさみ２個
　・30cm 定規

問合せ　八戸リサイクルプラザ
　　　　八戸市櫛引山田山 1-1
　　　　☎ 0178-70-2396

広告

お知らせ 
 information
お知らせ 
 information

募
集

歴
史

教
室
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2 月 21日（木曜日）
南部町健康センター 9:00～12:00 
認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

定例労働相談会

　個々の労働者と事業主との間に
生じた労働問題（解雇・賃金引下
げ・長時間労働・パワハラなど）
についての相談会を開催します。
場所　青森県労働委員会
　　　 （国道県庁向かい　みどりや
　　　 ビル７階 ）
日程

対象者　県内の労働者、事業主
相談員　青森県労働委員会委員
※青森県労働委員会は労働問題に

ついて専門的な知識を持つ委員
で構成される青森県の行政機関
の一つ。

利用方法　随時受付
　（事前予約の受付け可）
問合せ　
▶青森県労働委員会事務局　
　☎ 017-734-9832　
▶労働相談ダイヤル
　☎ 0120-610-78

キャッチフレーズ
を募集します

青森地方裁判所では裁判員制度
への理解を深め、積極的な参加や
協力を呼び掛けることを目的に、
キャッチフレーズを募集します。
応募資格　青森県内在住の小学生
応募方法　県内の裁判所に備え付
　けている応募用紙（青森地方裁
　判所ホームページからダウン 
　ロード可）に必要事項を記入し、
　郵送またはお近くの裁判所に持
　参してください。
応募締切　２月 28 日（木）必着
応募・問合せ先　〒 030-8522
　青森市長島一丁目３番 26 号
　青森地方裁判所事務局総務課
　裁判員制度キャッチフレーズ
　募集係 　☎ 017-722-5421

45 歳以上の人の転職・
再就職をサポート

ネクストキャリアセンターあお
もりでは、就職活動のノウハウを
知りたい人、就職活動に不安を抱
えている人などを、カウンセラー
がマンツーマン（完全予約制）で
サポートします。

相談は無料ですので、お気軽に
ご相談ください。
日時　隔週　水曜日
　　　13 時〜 16 時
場所　ユートリー
予約・問合せ先

ネクストキャリアセンターあお
もり　中高年就職支援センター
☎ 017-723-6350

スポーツ安全保険

スポーツ安全保険とはスポーツ
活動、文化活動、ボランティア活
動、地域活動などを行う社会教育
活動（４人以上の団体）を対象と
した保険です。

対象となる事故
団体活動中、往復中の事故。

（自動車事故による賠償責任保
険は適用外です。）

補償内容
　傷害保険（通院、入院、後遺障
害、死亡）、賠償責任保険、突然
死葬祭費用保険。
加入受付期間

平成 31 年３月１日〜
翌年３月 30 日

保険期間
平成 31 年４月１日〜
翌年３月 31 日

（平成 31 年４月１日以降に加入
手続きをした場合は、加入日翌
日から保険が適用されます。）

掛金　
年額 800 円〜 11,000 円 / 人

（団体の活動内容、年齢などに
よって異なります。）

問合せ
スポーツ安全協会青森県支部
☎ 017-782-6984

広告

必ずチェック最低賃金！　使用者、労働者も！

平成 30年 12月21日から金額等は次のとおりです。

問合せ　青森労働局労働基準部賃金室　☎ 017-734-4114

青森県特定（産業別）最低賃金改定のお知らせ

相
談

募
集

仕
事

保
険

裁判員制度
10周年記念

開催日 時間

２月17日（日）
10時30分〜
11時30分

３月 ５日（火）
13時30分〜
15時30分

３月17日（日）
10時30分〜
11時30分

業種 時間額
鉄鋼業 877円  （改定前　855円）

電子部品・デバイス・電子回路、電
気機械器具、情報通信機械器具、
情報通信機械製造業

806円  （改定前　785円）

各商品小売業 798円  （改定前　777円）

自動車小売業 838円  （改定前　817円）
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「教育・福祉・環境」
助成金募集

公益財団法人みちのく・ふるさ
と貢献基金では県内の個人、団体、
ＮＰＯ法人、企業等が地域の発展、
地域貢献に資するために地域資源
を活用・創造する活動や、健康増
進、医療、福祉、環境に関連する
活動に対し、必要な費用を助成し
ています。
応募期間　４月 1 日（月）〜
　　　　　６月30日（日）
応募方法　ホームページ（URL： 
　 h t t p : / / w w w . m i c h i n o k u - 
　furusato.or.jp）から申請書をダ
　ウンロードし、必要事項を記入
　して財団事務局へ送付してくだ
　さい。
助成金　必要費用以内で100万円
　　　　を限度
問合せ　

（公財）みちのく・ふるさと貢
献基金　事務局
☎ 017-774-1179

自死遺族のつどい

青森県立精神保健福祉センター
では、自死でご家族やご友人、恋
人など大切な人を亡くした人を対
象に「つどい」を開催しています。

「つどい」は大切な人を亡くし、
同じ思いを抱えている人が集ま
り、自分の体験や思いを心おきな
く話せる場です。その場で聴くだ
けでもかまいませんので、参加し
てみませんか。
日時　３月２日（土）
　　　13 時 30 分〜 15 時 30 分
場所　ユートリー５階
申込み・問合せ　
　青森県立精神保健福祉センター
　こころの電話
　☎ 017-787-3957 または
　☎ 017-787-3958

語らいの会

南部町精神障害者家族会「まべ
ちの会」では精神に障がいのある
人の家族が集まり、自由に語らい
交流しています。※申込不要
期日　２月 16 日（土）
時間　11 時〜 13 時 30 分
場所　南部老人福祉センター
問合せ　健康福祉課（健康セン

ター）☎ 0178-60-7101

読書のすすめ
「おはなし会」

ハートフルライブラリーの皆
さんによる読み聞かせです。

未就学のお子さんは保護者同
伴でお越しください。
期日　２月 24 日（日）
時間　10 時 30 分〜 11 時
場所　名川中学校図書室１階　
　　　町民図書室
問合せ　名川中学校図書室１階
　　　　☎ 0178-76-3121

案
内

文
学

助
成

案
内
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今月のテーマ  「バーデハウス巡回バス（無料）」  お友だちと一緒にいかかですか？

正社員募集

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178-84-2850

日時　２月14日（木） 、 28日（木）
　　　19時〜20時30分
受講料　１回 1,000 円（税込）　※入館料別途

ヨガ教室　～心身ともに健康できれいに～

職種　スポーツインストラクター
業務内容
　・健康作り、体力作り教室等の指導・補助
　 ・プール監視　 ・トレーニングジムの管理
対象　高校卒業以上もしくは卒業見込みの人で、健

康指導に興味があり、スポーツが好きな人、将来、
健康運動実践指導者の資格取得を目指す人。

募集人員　１人程度
申込み　履歴書（写真添付）を持参または郵送にて、

バーデパークへ提出してください。★今月の休館日　2月21日（木）

★今月26日はフロの日

★朝風呂営業 ６時 〜８時まで
（受付は７時 30 分まで）

Ａ
コ
ー
ス

毎月　第１、第３金曜日

帰
り
は
逆
コ
ー
ス
（
14
時
30
分
出
発
）

三戸駅前 9：15
三戸駅前角バス停 9：16
大向バス停 9：17
向小学校バス停 9：18
門前バス停 9：20
南部分庁舎前バス停 9：22
沖田面公民館前バス停 9：24
赤石バス停 9：28
玉掛バス停 9：31
諏訪ノ平バス停 9：35
相内バス停 9：38
虎渡バス停 9：42
名川郵便局前 9：45
剣吉駅前 9：50
上斗賀バス停 9：51
げんき館前バス停 9：52
バーデハウス 10：00

Ｄ
コ
ー
ス

帰
り
は
逆
コ
ー
ス
（
16
時
出
発
）

羽黒バス停 10：30
袖久保バス停 10：31
椛木バス停 10：32
小橋バス停 10：34
杉沢バス停 10：36
久保頭バス停 10：38
早坂(中)バス停 10：43
穴久保（椛本安弘様宅前） 10：47
北山バス停 10：53
あけぼの団地バス停 10：58
法師岡（旧長根商店前） 11：03
平（佐々木德道様宅前） 11：05
埖渡研修館前 11：08
田ノ沢バス停 11：10
あかね団地バス停 11：12
あかね集会所前 11：13
あかね入口バス停 11：14
バーデハウス 11：20

Ｂ
コ
ー
ス

帰
り
は
逆
コ
ー
ス
（
16
時
出
発
）

麦沢屯所前 10：30
高橋第１バス停 10：35
小泉バス停 10：37
小泉屯所前 10：39
小泉（先川原清美様宅前） 10：40
東あかね集会所前 10：43
福地中学校通バス停 10：47
間ノ原バス停 10：50
福田バス停 10：52
福地公民館前 10：55
夏堀建具製作所前 10：58
苫米地駅前団地入口 11：01
片岸（旧滝田商店前） 11：02
バーデハウス 11：05

Ｃ
コ
ー
ス

毎月　第２、第４金曜日

帰
り
は
逆
コ
ー
ス
（
14
時
30
分
出
発
）

高瀬バス停 9：20
上名久井バス停 9：23
上名久井下町バス停 9：25
中央公民館入口 9：28
五日市バス停 9：31
下名久井バス停 9：34
名農校前バス停 9：35
名農高正門前バス停 9：36
森越公民館前 9：38
向山団地入口 9：40
剣吉公民館前バス停 9：43
剣吉駅通りバス停（国道） 9：47
旧斗賀児童館前（国道） 9：48
バーデハウス 9：55
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Ｊアラート配信訓練 今月の表紙 （バーデパーク来館者700万人突破記念）

眼科 受付　13 時 15 分まで
初診者は　 13 時まで  

▲

２月13日(水)　13時〜

▲

２月27日(水)　13時〜

泌尿器科 要予約

先天性股関節脱臼検診の実施日

▲

２月12日(火)　13時〜

▲

２月18日(月)　13時〜

▲

２月26日(火)　13時〜

▲

２月20日(水)　受付13時〜13時20分

※当院整形外科医師が行います。

　都合により日時が変更となる場合があります
ので、ご来院の際はお問い合わせください。

青森労災病院医師の診療日

南部町医療センターからの
お知らせ　☎ 0178-76-2001

町営市場の販売状況  （平成30年12月16日～平成31年１月15日）

品　名 販売数量（kg） 売上額（千円） キロ単位（円） 前年単価（円）

ふじ（りんご） 6,752 588 87 215
サンふじ（りんご） 870,814 111,158 128 185
着色ふじ（りんご） 12,922 1,339 104 148
王林（りんご） 120,172 15,546 129 105
シナノゴールド（りんご） 10,188 1,035 102 127
はるか（りんご） 2,724 438 161 158
紅玉（りんご） 10,288 950 92 82
サンジョナゴールド（りんご） 22,874 2,956 129 139
短根人参 10,120 1,048 104 134
ゴボウ 14,600 3,054 209 254
赤かぶ 14,890 742 50 76
長　芋 43,980 10,361 236 218
にんにく 23,840 29,233 1,226 1,457
ね　ぎ 15,145 3,415 226 323
土ねぎ 13,254 1,627 123 134
ほうれん草 3,375 1,441 427 523
小松菜 1,084 430 396 552
干　柿 11,664 4,757 408 437
干　菊 128 1,895 14,784 13,755

●今月の休場日
　２月 ３ 日（日）、６日（水）、10日（日）、11日（月）、17日（日）、
　　　20日（水）、24日（日）、27日（水）
　３月 ３ 日（日）、６日（水）、10日（日）、13日（水）、17日（日）、
　　　21日（木）、24日（日）、27日（水）、31日（日）

　Ｊアラート（全国瞬時警報システム）を使用
した情報伝達試験を行います。
　訓練当日は、防災行政無線から実際に試験
放送が流れますので、ご理解とご協力をお願
いします。
日時　２月 20 日（水）11 時頃
※気象状況などにより訓練を中止する場合が
　あります。
Ｊアラートとは
震度５以上の緊急地震速報や武力攻撃などの
情報を、国が人口衛星を通じて、防災行政無
線で皆さんにお伝えするシステムです。

問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

関係者とともに節目を
祝う佐々木さん一家

平成 4 年のオープン以降、年間 20 万人以上が利用
しているバーデパーク（佐々木俊昭理事長）は、利用
者数が 700 万人を突破した 1 月 27 日に、記念セレモ
ニーを開催しました。

700 万人目を飾ったのは、おいらせ町から、妻と 5
歳の息子との 3 人で訪れた佐々木禄

よしとも

具さん一家。セレ
モニーでは、施設関係者とともにくす玉を割り、節目
を祝いました。

記念品として、年間利用パスポートと家族宿泊招待
券を贈られた佐々木さんは「初めての入館で、節目の
来場者となり大変驚きました。今度は家族で泊まりな
がら利用したいです」と笑顔で話しました。

バーデパークは、利用者数 700 万人突破を記念し、
2 月 28 日まで施設内のレストラン「かだぁる」で「記念
ランチ（700 円）」をランチ
タイム（午前 11 時から午後 
2 時 30 分）に提供。また、 

「プール利用券 700 円」（通常
価格 1,030 円）を先着 700 人
に、フロントで販売してい
ます。

編集後記
　成人式では、実行委員の皆さんに将来の
夢を伺いました。突然の質問にも関わらず、
就きたい職業や、目指す人間像をすらすら
と綴る姿に頼もしさを感じました。 【Ｋ】
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杉沢小学校（写真上）、あかね幼稚園（写真下）の議場見学の様子

あ ら ま し 
▽ 12 月定例会の主な議案と議案に対する主な質疑　（26 ㌻～ 27 ㌻）
▽ 一般質問
	 ⇒	障がい者の雇用は？　学校のいじめ問題や冷房設備の設置は？（28 ㌻）

	 ⇒	受動喫煙防止の取り組みは？　平成 31 年度予算の編成方針は？（29 ㌻）

	 ⇒	町医療センターの医療体制は？　防災情報の周知は万全か？（29 ㌻）

	 ⇒	外国人技能実習生受け入れに町はどう取り組むか？（30 ㌻）

	 ⇒	町の奨学金貸付制度の利用状況は？（30 ㌻）

▽ 常任委員会報告　（31 ㌻～ 32 ㌻）
▽ 議会の活動報告　（33 ㌻）
▽ 議会傍聴の感想【商工会女性部、福地小学校、福田小学校】　（34 ㌻～ 35 ㌻）

なんぶ議会だより

第 55 号
発行・編集

議会広報編集委員会

☎ 0178-84-2124

なんぶ
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　◉  主な議案（第 84 回定例会）

■
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

青
森
県
人
事
委
員
会
勧

告
に
伴
う
県
議
会
議
員
及

び
県
特
別
職
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
見
直
し
に
準

じ
、
町
議
会
議
員
及
び
町

特
別
職
（
町
長
、副
町
長
、

教
育
長
）
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
０
・
０
５
月

分
引
き
上
げ
た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▽　

青
森
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
に
準
じ
、
町
職
員
の

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

０
・
０
５
月
分
引
き
上
げ

た
ほ
か
、
給
与
月
額
及
び

宿
日
直
手
当
の
額
を
引
き

上
げ
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

※　

職
員
の
給
与
月
額
は
若

年
層
が
１
千
円
、
そ
の
他

は
４
０
０
円
を
基
本
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

■
町
立
児
童
館
条
例
の
一
部

改
正

▽　

町
立
鳥
舌
内
児
童
館
を

廃
止
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

※　

町
立
鳥
舌
内
児
童
館

は
、
入
館
児
童
数
の
減
少

に
よ
り
、
平
成
28
年
度
か

ら
休
館
と
し
て
い
ま
し

た
。

　
　

休
館
後
も
、
３
年
連
続

し
て
入
館
申
し
込
み
児
童

数
が
10
人
に
満
た
な
い
た

め
、廃
止
す
る
も
の
で
す
。

■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▽　

厚
生
労
働
省
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
学
童
保
育

事
業
に
お
け
る
放
課
後
児

童
支
援
員
の
資
格
に
つ
い

て
、「
専
門
職
大
学
の
前

期
課
程
を
修
了
し
た
者
」

を
加
え
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

※　
「
専
門
職
大
学
」
と
は
、

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴

い
制
度
化
さ
れ
た
、
新
た

な
高
等
教
育
機
関
で
す
。

■
字（
あ
ざ
）の
区
域
の
変
更

▽　

大
字
苫
米
地
及
び
片
岸

地
区
に
お
い
て
県
が
施
行

し
た
、土
地
改
良
事
業（
地

引
地
区
ほ
場
整
備
）
の
完

了
に
伴
い
、
形
状
が
変
更

さ
れ
た
田
畑
や
道
路
、
水

路
等
の
字
の
区
域
を
変
更

す
る
も
の
。

※　

変
更
さ
れ
た
土
地
等
の

形
状
に
合
わ
せ
、
田
畑
等

８
４
７
筆
、
道
路
、
水
路

の
土
地
境
界
を
変
更
し
、

合
筆
等
に
よ
っ
て
４
つ
の

字
（
あ
ざ
）
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、 

介
護
施
設
（
高
齢
者
グ
ル 

ー
プ
ホ
ー
ム
）
開
設
等
整

備
補
助
金
に
６
千
９
４
３ 

万
７
千
円
、
バ
ー
デ
ハ

ウ
ス
の
燃
料
単
価
の

高
騰
に
よ
る
燃
料
費
の

増
及
び
チ
ェ
リ
リ
ン
村

の
水
道
管
敷
設
替
工
事

を
含
む
観
光
施
設
費
に

３
千
５
０
０
万
８
千
円
、

剣
吉
地
区
宅
地
分
譲
地
の

販
売
促
進
Ｐ
Ｒ
業
務
に

８
９
７
万
１
千
円
、
選
挙

区
統
合
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
に
２
１
４
万
８
千
円

な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、

介
護
施
設
整
備
に
係
る
県

補
助
金
６
千
９
５
８
万
９ 

千
円
、
地
方
交
付
税

５
千
３
１
万
２
千
円
な
ど

を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
千
２ 

０
１
万
３
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
０
４
億
４ 

千
６
６
万
円
と
し
た
。

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

▽　

町
の
条
例
が
、
国
が
示

す
市
町
村
税
条
例
（
例
）

に
準
じ
る
よ
う
、
条
項
番

号
や
常
用
漢
字
表
に
基
づ

く
用
字
・
用
語
に
す
る
な

ど
、所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

主
な
議
案

剣
吉
地
区
宅
地
分
譲
地
の
販
売

促
進
業
務
を
含
む
平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

第
84
回
南
部
町
議
会
定
例
会　

11
月
30
日 

～
12
月
５
日

　

第
84
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
字
の
区
域
の
変
更
、
平
成

30
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
な
ど
が
上

程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

条
　
例

予
　
算

剣吉地区宅地分譲地（線で囲んだ部分）
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◦ 

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

　◉  主な議案（第 84 回定例会）、議案に対する主な質疑
↙
予
算
の
つ
づ
き

■
平
成
30
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

非
常
用
設
備
修
繕
費
に
34 

万
１
千
円
、
売
り
上
げ
等

に
係
る
地
方
消
費
税
に
78 

万
６
千
円
な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
３
８
万
４ 

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

８
千
４
４
９
万
９
千
円
と

し
た
。

■
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

結
核
性
疾
患
及
び
精
神
病

の
療
養
給
付
に
関
す
る
特

別
調
整
交
付
金
算
定
業
務

に
１
３
９
万
２
千
円
、
一

般
被
保
険
者
療
養
費
（
保

険
給
付
費
）
に
１
３
７
万 

１
千
円
な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
８
２
万
２ 

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

23
億
２
千
６
３
万
３
千
円

と
し
た
。

■
平
成
30
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽　

国
が
定
め
た
４
月
か
ら

の
診
療
報
酬
改
定
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
と
し

て
５
千
６
６
０
万
８
千
円

を
追
加
し
た
。

■
平
成
30
年
度
介
護
老
人
保

健
施
設
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

人
件
費
の
調
整
に
よ
り
給

与
賃
金
等
５
６
６
万
３
千

円
、
利
用
者
減
に
伴
い
給

食
業
務
等
１
４
６
万
７
千

円
な
ど
を
減
額
し
た
。

　
　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、

通
所
利
用
料
１
６
０
万

円
、
一
般
会
計
繰
入
金
５ 

８
６
万
９
千
円
な
ど
を
減

額
し
た
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
７
１
３ 

万
円
を
減
額
し
、
総
額
を

３
億
３
千
４
７
７
万
円
と

し
た
。

※　

ほ
か
、
６
つ
の
特
別
会

計
に
お
い
て
、
人
事
委
員

会
勧
告
に
伴
う
職
員
給
与

の
引
き
上
げ
に
関
す
る
予

算
の
補
正
を
し
ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

▽
候
補
者
１
人

　

夏
堀　

佐
枝
子　

氏
（
苫
米
地
）

【
委
嘱
期
間
】
平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
34
年
３

月
31
日
ま
で
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

【
問
】　

補
助
金
を
活
用
し
、

介
護
施
設
が
整
備
さ
れ
る

が
、
事
業
主
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

夏
堀
嘉
一
郎　

議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】　

　

２
事
業
所
が
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
も
の

で
、
斗
賀
地
区
と
旧
名
川

病
院
跡
地
に
そ
れ
ぞ
れ
、

新
築
や
移
転
改
築
を
す

る
。

【
問
】　

介
護
施
設
が
充
実

す
る
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
繋
が
る
と
思
う

が
、
申
請
全
て
を
町
が
認

め
、
充
実
し
過
ぎ
る
の
も

問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

現
在
の
町
の
介
護
施
設

の
充
実
度
合
い
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

中
舘
文
雄　

議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】　

　
　

介
護
施
設
の
整
備
は
、

全
額
が
県
の
補
助
事
業
で

あ
り
、
町
の
介
護
保
険
事

業
計
画
に
沿
っ
た
整
備
に

限
り
、
県
か
ら
認
め
ら
れ

る
。

　
　

現
在
町
で
は
、
第
７
期

の
事
業
計
画
を
運
用
し
て

お
り
、
町
全
体
の
施
設
数

な
ど
、
計
画
に
沿
っ
て
整

備
を
し
て
い
く
こ
と
と
な

る
た
め
、
計
画
以
上
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
、
町

が
認
め
る
こ
と
は
な
い
。

【
問
】　

農
林
水
産
業
費
の

給
与
等
の
増
額
補
正
は
、

捕
獲
・
採
卵
が
で
き
ず
、

新
聞
等
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
馬
淵
川
さ
け
ま
す

孵
化
事
業
に
対
応
を
す
る

た
め
の
も
の
か
。

松
本
啓
吾　

議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】　

　

県
の
人
事
委
員
会
勧
告

に
伴
う
、
職
員
給
与
の
改

定
に
よ
り
、
増
額
補
正
す

る
も
の
。

【
農
林
課
長
答
弁
】　

　
　
「
馬
淵
川
さ
け
ま
す
孵

化
増
殖
組
合
」
は
、
水
産

業
共
同
組
合
法
に
基
づ
い

た
法
人
で
あ
り
、
監
督
官

庁
は
青
森
県
で
る
た
め
、

県
及
び
組
合
の
対
応
に
注

視
し
て
い
る
。

　
　

例
年
で
は
、
組
合
の
理

事
会
等
に
案
内
を
い
た
だ

い
て
い
た
が
、
今
年
度
は

い
た
だ
い
て
い
な
い
。

　
　

町
で
は
、
放
流
体
験
に

よ
る
小
学
生
へ
の
教
育
分

野
な
ど
で
組
合
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
死
が
い
の
散
乱

に
よ
る
環
境
悪
化
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
状
況
に
応
じ
て
、
町
と

し
て
協
力
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
か
、
模
索
し
て
い

き
た
い
。

なんぶ議会だより

人
　
事
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　◦　一　般　質　問
質　

問　

平
成
18
年
４
月

に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
者

促
進
法
」
で
は
、
今
年
４

月
に
事
業
所
の
規
模
等
に

応
じ
た
雇
用
率
が
示
さ
れ

た
が
、
達
成
し
て
い
な
い

官
公
庁
が
多
く
あ
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　

民
間
で
は
、
設
備
改
善

等
に
苦
慮
を
し
て
い
る
と

聞
く
が
、
町
の
現
状
に
つ

い
て
次
の
質
問
を
す
る
。

①
町
の
障
が
い
者
雇
用
の

状
況
。

②
公
共
施
設
等
の
障
が
い

者
に
関
す
る
設
備
対
策
は
。

町
長
答
弁　

①
南
部
町
の

法
定
雇
用
率
及
び
必
要
な

人
数
は
、
平
成
29
年
度
が

２
・
３
％
で
６
人
、
平
成

30
年
度
が
２
・
５
％
で
７

人
と
な
っ
て
お
り
、
雇
用

状
況
は
、
平
成
29
年
度
が

６
人
、
平
成
30
年
度
が
５

人
で
あ
る
。

②
「
障
害
者
の
雇
用
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

は
、「
事
業
主
は
障
害
者

が
働
き
や
す
い
環
境
と
な

る
よ
う
に
合
理
的
な
配
慮

を
す
る
」
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
町
で
は
、
対

象
と
な
る
職
員
の
意
向
を

十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
現
在
は
特

段
の
課
題
が
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

今
後
も
、
個
別
性
や
意

向
を
十
分
に
尊
重
し
、
過

重
な
負
担
に
な
ら
な
い
範

囲
で
措
置
を
講
じ
た
い
。

質　

問　

全
国
的
に
小
・

中
学
校
等
で
の
問
題
行
動

や
不
登
校
が
過
去
最
高
の

件
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

様
々
な
要
因
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
利
用
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
町
の
現
状
に

つ
い
て
次
を
質
問
す
る
。

①
問
題
行
動
、
不
登
校
に

関
す
る
調
査
結
果
や
推
移
。

②
問
題
行
動
の
一
因
と
さ

れ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

に
関
す
る
児
童
・
生
徒
の

所
持
状
況
や
利
用
に
つ
い

て
の
指
導
状
況
。

教
育
長
答
弁　

①
町
の
問

題
行
動
・
い
じ
め
の
認
知

件
数
は
、
平
成
28
年
度
は

49
件
、
平
成
29
年
度
は
90

件
と
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
登
校
も
、
平

成
28
年
度
が
９
名
、
平
成

29
年
度
が
21
名
と
増
加
し

て
い
る
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

所
持
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
と
平
成
30
年

度
に
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

下
の
表
の
と
お
り
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

使
用
に
関
し
て
は
、
参
観

日
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
、

専
門
家
を
迎
え
た
研
修
会

を
実
施
す
る
な
ど
、
保
護

者
を
含
め
た
啓
発
活
動
や
、

問
題
行
動
の
早
期
発
見
、

未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

質　

問　

熱
中
症
対
策
と

し
て
政
府
が
方
針
を
示
し

た
小
・
中
学
校
へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
町

の
現
状
を
問
う
。

①
現
在
の
各
学
校
で
の
冷

房
設
備
の
設
置
状
況
。

②
各
学
校
の
今
後
の
対
応

と
避
難
所
と
し
て
の
機
能

充
実
は
。

町
長
答
弁　

①
一
部
の
学

校
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
保

健
室
に
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
教
室
に
設
置
さ
れ
て

い
る
学
校
は
な
い
。

②
昨
今
の
気
候
を
考
え
る

と
、
夏
の
暑
さ
対
策
は
重

要
で
あ
る
た
め
、
現
在
、

普
通
教
室
に
は
扇
風
機
、

保
健
室
に
は
冷
風
機
の
設

置
を
計
画
し
て
い
る
。

　

学
校
で
は
体
育
館
を
避

難
場
所
と
し
て
活
用
す
る

が
、
冷
房
設
備
を
備
え
た

体
育
館
は
な
い
。

　

状
況
に
応
じ
、
空
調
設

備
が
整
っ
て
い
る
施
設
へ

と
誘
導
す
る
な
ど
、
少
し

で
も
快
適
に
過
ご
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
配
慮
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

町内小・中学生の携帯電話等所持状況
小学生 中学生

28
年
度

在籍児童数 750 人 500 人
所持者数 79 人 132 人
所持率 10.5％ 26.4％

30
年
度

在籍児童数 718 人 406 人
所持者数 123 人 119 人
所持率 17.1％ 29.3％

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
　
般
　
質
　
問

　
町
の
障
が

い
者
雇
用

の
状
況
は
。

　
学
校
で
の

問
題
行
動

や
不
登
校
な
ど

の
調
査
結
果
と

対
応
は
。

　
意
向
や
個

別
性
に
配

慮
し
た
措
置
を

講
じ
た
い
。

　
早
期
発
見

未
然
防
止

に
努
め
て
い
る
。

　
普
通
教
室

は
扇
風
機
、

保
健
室
は
冷
風

機
を
計
画
し
て

い
る
。

　
学
校
教
室

へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
は
。

問

問

答

答

答

問

中舘  文雄  議員
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　◦　一　般　質　問
質　

問　

日
本
で
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
受
動
喫

煙
防
止
の
対
策
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
当
町
の
こ

れ
ま
で
の
取
組
と
成
果
は
。

　

ま
た
、
大
手
新
聞
記
者

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

て
、
記
事
や
ネ
ッ
ト
上
の

投
稿
の
中
に
「
行
き
つ
け

で
も
禁
煙
に
な
っ
た
ら
行

か
な
く
な
る
と
思
う
」「
条

例
施
工
後
は
道
１
本
向
こ

う
で
も
隣
の
区
の
道
を
選

ぶ
」
と
い
う
受
動
喫
煙
防

止
対
策
に
対
す
る
町
長
の

コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
当
町
に
お
け

る
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、

法
規
制
の
動
向
と
関
連
付

け
て
説
明
願
う
。

質　

問　

町
医
療
セ
ン
タ

ー
の
体
制
に
つ
い
て
不
安

や
不
満
の
声
を
聞
く
。

　

人
員
配
置
や
医
療
に
臨

む
基
本
的
な
姿
勢
・
理
念

を
お
聞
か
せ
願
う
。

町
長
答
弁　

常
勤
医
師
５

人
、
看
護
師
57
人
、
薬
剤

師
な
ど
の
技
師
14
人
、
事

務
職
員
６
人
、
臨
時
職
員

８
人
、
医
事
事
務
委
託
10

人
の
計
１
０
０
人
で
従
事

し
て
お
り
、
類
似
の
病
院

よ
り
も
配
置
比
率
は
上
回

町
長
答
弁　

町
で
は
、
妊

娠
の
届
け
出
時
や
乳
幼
児

の
健
診
時
に
喫
煙
に
対
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓

発
を
行
う
ほ
か
、
小
・
中

学
生
に
対
す
る
喫
煙
防
止

の
健
康
教
室
や
指
導
を
行

い
、
町
広
報
誌
に
も
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
。

　

今
年
７
月
に
健
康
増
進

法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
多

く
の
人
が
利
用
す
る
施
設

な
ど
の
管
理
者
が
講
じ
る

受
動
喫
煙
防
止
の
対
策
が

規
定
さ
れ
た
。

　

町
で
は
現
在
、
学
校
は

敷
地
内
禁
煙
、
医
療
・
健

康
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
は

施
設
内
禁
煙
と
し
て
お
り
、

来
年
度
中
に
は
役
場
庁
舎

な
ど
に
お
い
て
も
施
設
内

を
全
面
的
に
禁
煙
と
し
、

受
動
喫
煙
の
防
止
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

っ
て
い
る
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
は
、「
地
域
に
生
ま

れ
成
長
し
、
老
い
て
い
く

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い

て
意
味
あ
る
人
生
を
支
援

す
る
」
で
あ
り
、
理
念
実

現
の
た
め
に
、
住
民
健
診

や
予
防
接
種
、
在
宅
医
療

の
充
実
と
介
護
施
設
と
の

連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質　

問　

現
在
の
広
報
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る

防
災
情
報
の
提
供
方
法
で

は
、
特
に
高
齢
者
に
は
浸

透
し
に
く
い
と
考
え
、
次

の
こ
と
を
質
問
す
る
。

①
地
域
ご
と
の
詳
細
な
計

画
の
作
成
状
況
。

②
町
内
会
・
自
主
防
災
組

織
等
と
の
役
割
分
担
。

質　

問　

平
成
31
年
度
の

予
算
編
成
に
対
す
る
基
本

方
針
と
し
て
、
次
の
こ
と

を
質
問
す
る
。

①
政
策
の
重
点
事
項
。

②
予
算
の
規
模
や
骨
格
。

③
主
な
新
規
事
業
。

町
長
答
弁　

①
人
口
減
少

対
策
、
子
育
て
支
援
や
若

者
の
定
住
対
策
に
力
を
入

れ
た
い
。

②
予
算
要
求
の
集
計
作
業

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、

統
合
庁
舎
の
建
設
関
連
予

算
が
大
幅
に
増
え
る
も
の

と
想
定
し
て
お
り
、
予
算

の
総
額
は
約
１
１
０
億
円

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

③
新
た
な
事
業
で
は
な
い

が
、
剣
吉
地
区
分
譲
地
の

販
売
開
始
、
選
挙
区
の
改

編
、
第
２
次
総
合
戦
略
の

策
定
、
あ
か
ね
団
地
排
水

処
理
場
の
整
備
、
地
区
集

会
施
設
の
更
新
な
ど
を
進

め
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁　

①
災
害
対
策

基
本
法
で
は
、
町
内
の
一

定
の
地
区
が
自
発
的
に
取

り
組
む
た
め
の
防
災
計
画

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
作
成
し
て
い
る
地
区

は
な
い
。

②
大
規
模
災
害
時
に
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
こ
と
が
、
被

害
を
最
小
化
す
る
た
め
に

重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
町

内
会
や
自
主
防
災
組
織
の

役
割
は
大
き
い
。

　

具
体
的
に
は
、
事
前
の

避
難
誘
導
や
災
害
発
生
直

後
の
安
否
確
認
、
避
難
所

運
営
な
ど
、
防
災
機
関
の

手
が
届
く
ま
で
の
間
の
役

割
が
大
き
く
、
各
地
区
で

行
わ
れ
て
い
る
防
災
訓
練

で
も
、
そ
の
点
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
世
帯

カ
バ
ー
率
１
０
０
％
を
目

指
し
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

なんぶ議会だより

　
町
の
受
動

喫
煙
防
止

の
取
り
組
み
は
。

問

　
町
医
療
セ

ン
タ
ー
の

体
制
に
不
満
の

声
を
聞
く
。

問

　
来
年
度
中

に
役
場
庁

舎
内
を
全
面
禁

煙
と
し
た
い
。

答

　
類
似
の
病

院
と
比
較

し
て
も
人
員
配

置
は
多
い
。

答

　
高
齢
者
に

町
の
防
災

情
報
を
ど
う
伝

え
る
の
か
。

問

　
統
合
庁
舎

建
設
に
関

連
し
て
増
え
る

見
込
み
。

答

　
平
成
31
年
度 

予
算
の
編
成

方
針
や
規
模
は
。

問

　
町
内
会
や

自
主
防
災

組
織
な
ど
、
地

答

域
の
取
り
組
み

が
重
要
。

夏堀  嘉一郎  議員

川守田　稔  議員



広報なんぶちょう　2月号 30

　◦　一　般　質　問
質　

問　

現
在
、
全
国
各

地
に
お
い
て
外
国
人
技
能

実
習
生
の
雇
用
が
進
み
、

多
く
の
外
国
人
技
能
実
習

生
が
来
日
し
て
、
様
々
な

職
種
に
お
い
て
研
修
や
労

働
を
し
て
い
る
。

　

町
に
お
い
て
も
、
労
働

力
不
足
に
よ
り
、
関
心
の

あ
る
経
営
者
も
多
い
と
思

う
が
、
町
の
現
状
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
町
の
外
国
人
技
能
実
習

生
の
人
数
と
職
種
。

②
行
政
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

の
状
況
。

③
今
後
予
想
さ
れ
る
課
題

と
は
何
か
。

町
長
答
弁　

厚
生
労
働
省

が
毎
年
発
表
し
て
い
る
外

国
人
雇
用
状
況
届
出
に
よ

る
と
、
県
内
の
外
国
人
労

働
者
は
２
千
６
１
４
人
で
、

前
年
と
比
較
し
て
４
７
３

人
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

職
業
別
に
見
る
と
、
製

造
業
が
全
体
の
50
・
２
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
卸

売
業
・
小
売
業
、
建
設
業
、

教
育
・
学
習
支
援
業
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

①
町
の
11
月
現
在
の
外
国

人
登
録
者
数
は
43
人
で
、

そ
の
う
ち
11
人
が
就
労
目

的
で
あ
る
技
能
実
習
と
し

て
在
留
し
て
い
る
。

　

そ
の
技
能
実
習
の
う
ち
、

８
人
は
町
の
誘
致
企
業
で

あ
る
電
子
部
品
製
造
業
に
、

残
り
３
人
は
縫
製
業
に
そ

れ
ぞ
れ
従
事
し
て
い
る
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
、
町
で

は
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

な
い
が
、
国
が
審
議
中
の

「
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
」
改
正
な
ど
の
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
、
町

と
し
て
何
が
で
き
る
の
か

を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

③
外
国
人
技
能
実
習
生
が

町
で
生
活
す
る
に
あ
た
り
、

言
葉
や
文
化
、
生
活
習
慣

の
違
い
、
宗
教
上
の
問
題

な
ど
が
あ
り
、
実
習
生
に

対
す
る
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。

　

労
働
力
不
足
は
、
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

限
ら
ず
、
全
産
業
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

町
が
で
き
る
こ
と
を
模
索

し
、
検
討
を
し
て
行
き
た

い
。

質　

問　

比
較
的
安
い
と

さ
れ
る
国
立
大
学
の
費
用

も
、
平
成
28
年
度
の
平
均

で
は
授
業
料
が
約
53
万
円
、

入
学
金
が
約
28
万
円
で
、

初
年
度
納
付
金
は
約
81
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
習
意
欲
は
あ
っ
て
も
、

経
済
的
理
由
の
た
め
に
大

学
や
専
門
学
校
へ
の
進
学

を
断
念
す
る
高
校
生
は
、

就
職
を
希
望
す
る
人
の
う

ち
３
分
の
１
以
上
を
占
め

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
町

の
現
状
に
つ
い
て
、
次
の

質
問
を
す
る
。

①
町
の
平
成
29
年
度
に
お

け
る
高
校
・
大
学
へ
の
進

学
者
数
と
傾
向
。

②
平
成
29
年
度
に
町
の
奨

学
金
貸
付
制
度
を
利
用
し

た
人
数
。

③
卒
業
後
、
町
に
居
住
し
、

奨
学
金
返
還
の
半
額
免
除

を
受
け
た
人
数
。

町
長
答
弁　

①
中
学
校
を

卒
業
し
た
１
７
０
人
中

１
６
９
人
が
高
校
に
進
学

し
、
進
学
先
は
八
戸
市
内

が
57
・
６
％
、
三
戸
郡
内

が
32
・
４
％
で
あ
っ
た
。

　

高
校
卒
業
後
の
進
路

に
つ
い
て
町
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
県
全
体

で
は
高
校
を
卒
業
し
た

１
万
２
千
94
人
中
、
44
・

６
％
が
進
学
し
て
お
り
、

進
学
率
は
上
昇
し
て
い
る
。

②
平
成
29
年
度
は
、
大
学

が
35
人
、
短
期
大
学
が
２

人
、
専
門
学
校
が
５
人
、

高
等
学
校
が
４
人
の
計
46

人
が
町
の
奨
学
金
制
度
を

利
用
し
、
う
ち
新
規
は
12

人
で
、
前
年
度
よ
り
３
人

減
少
し
て
い
る
。

③
免
除
制
度
を
活
用
し
て

町
に
居
住
し
た
方
は
、
平

成
29
年
度
は
６
人
、
平
成

30
年
度
は
３
人
と
な
っ
て

い
る
。

南部町の奨学金貸付制度の概要（抜粋）

◆ 貸付の条件
・町内に住所を６ヶ月以上有する。
・健康で勉学の意欲を有する者。など
◆ 貸付額

・高等学校　月額２万円以内
・専門学校　月額３万円以内
・大学　　　月額４万円以内　など
※大学は 30 万円以内の入学金も貸付。
◆ 返還方法 及び 返還の免除
 ・卒業後、10 年以内に全額返還する。
 ・卒業後、引き続き 10 年以上南部町に居

住した場合、入学金を除く貸付額の２
分の１の返還を免除する。

※詳しくは、教育委員会学務課までお問
い合わせください。（☎ 0179-34-2587）

　
町
の
外
国

人
技
能
実

習
生
受
け
入
れ

に
関
す
る
取
り

組
み
は
。

　
国
の
法
整

備
の
状
況

を
見
極
め
な
が

ら
、
町
が
で
き

る
こ
と
を
模
索

し
た
い
。

問

答

　
町
奨
学
金

制
度
の
利

用
傾
向
は
。

問

　
生
徒
数
の

減
少
で
利

用
者
数
も
減
少

し
て
い
る
。

答

久保  利樹  議員

松本  啓吾  議員
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　◦　常任委員会報告

常任委員会の調査結果報告
産業建設常任委員会 委	員	長：工藤　正孝　副委員長：根市　勲

委　		員：夏堀　文孝、西野　耕太郎、坂本　典男

平成 30 年 10 月５日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

平成 30 年 10 月５日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　福地地区、名川地区と整備が進んできている
ため、必ずしも現在の南部地区にある町営住宅
の世帯数を確保する必要はないと思われる。

⇒　住む人の利便性に配慮して整備をしていく必
要があると思われるため、町民アンケートの結
果がまとまり次第、再度、調査したい。

⇒　広場地区の要望箇所は、民間の宅地造成箇所
であり、町道整備は難しいと思われる。

⇒　相内の町道下在所１号線は、ほ場整備事業と
協議が必要であると思われる。

⇒　赤石前ノ平の要望箇所は、住宅部分に関して
の整備が必要と思われるが、畑部分は整備の必
要はないと思われる。
　　ただし、行き止まり道路の整備となるため、
除雪時の雪の置き場や町道認定の基準等を確認
しながら進められたい。

なんぶ議会だより

査調

査調

果結

果結

南部地区公営住宅整備事業（基本計画）

道路整備計画（道路関連要望の適正管理）

担当課から説明を受ける様子

道路整備の要望箇所を調査する様子



広報なんぶちょう　2月号 32

　◦　常任委員会報告

教育民生常任委員会
委	員	長：沼畑　俊一　副委員長：中舘　文雄
委　		員：馬場　又彦、八木田　憲司、久保　利樹
　　　　　松本　啓吾

平成 30 年 10 月 16 日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　教育委員会では、各学校からの聞き取りによ
り、通学経路の危険箇所を把握しているが、道
路や街灯等は建設課、カーブミラーやガード
レール等は住民生活課などが整備に関わるた
め、関係部署間の協議の場を設けながら進めら
れたい。

　　また、聞き取りした危険箇所それぞれに対し
て、危険回避のための指導や改修計画などの回
答を示していけるよう、配慮されたい。

⇒　福田小学校付近にある、県道櫛引上名久井三
戸線と町道苫米地福田線との交差点は、学校の
敷地の擁壁により、見通しが悪く、歩道が狭く
なっている。

　　歩道と車道の区別がつきづらい箇所もあるた
め、巻き込み事故防止のためのポール等の設置
を検討されたい。

⇒　福地中学校の校門前は、埖渡方面からの下り
カーブの直後に横断歩道があるため、特に冬場
は、車が停止できない恐れがあることから、横
断歩道の位置の変更について、検討されたい。

⇒　名久井小学校や名川中学校の通学に利用され
ている、旧名川町学校給食センター脇の道路は、
農業集落排水処理場前の道路と交差するＴ字路
部分の見通しが悪いため、カーブミラーを設置
するなど、早急な対策を講じられたい。

⇒　向小学校から牧野平住宅に通じる路線では、
樹木が道路にかかり、日中でも暗い。

　　樹木等の枝払いについて地権者に依頼し、必
要に応じて街灯や防犯灯を増やすなどの対策を
講じられたい。

査調

果結

通学路における危険箇所について

福田小学校付近の交差点

福地中学校前の横断歩道

農業集落排水処理場（広場）付近のＴ字路

担当課から説明を受ける様子



広報なんぶちょう　2月号33

民泊受け入れと議会改革の先進地を視察しました。
【１月 23 日・24 日　沖縄県伊江村、嘉手納町】

平成 31 年１月23日に沖縄県伊江島の伊江村を

訪れ、民泊による修学旅行生や観光客の受け入れ

に関する行政視察を行いました。

伊江村役場において、伊江村議会議長の渡久地

氏、商工観光課長の万寿氏、民泊の受入を行って

いる（一社）伊江島観光協会会長の古堅氏から、受

入の経緯や状況などの説明を受け、島内を視察し

ました。

翌 24日には、沖縄本島中頭郡の嘉手納町を訪

れ、議会改革に関する行政視察を行いました。

嘉手納町役場において、嘉手納町議会議長の徳

里氏と基地対策特別委員長の當山氏から、平成 30

年２月に全国町村議会議長会の ｢優良町村議会表

彰 ｣を受賞した議会改革の取り組みについて説明

を受け、議場などの議会関連施設を視察しました。

（12 月 27 日）
八戸圏域連携中枢都市圏形成議員連盟が主催

する勉強会がおいらせ町で開催されました。

勉強会では、おいらせ阿光坊古墳館と新設

した町給食センターを視察し、みなくる館にお

いて首都大学東京法学部の伊藤教授から「広域

連携の最新の動向について」と題したご講演を

いただき、参加した１市８町村の議員は興味深

そうに耳を傾けていました。

（10 月 25 日）
三戸郡町村議会議長会が主催する三戸郡町村

議会議員研修会が田子町のタプコピアンプラザ

で開催されました。

研修会では、松尾三戸町長が「対話による協

働のまちづくり」、山本田子町長が「たっこに

んにくの生産が始まってから 56 年の歴史」、工

藤南部町長が「町政に係る施策について」と題

して町の取り組みを紹介し、三戸郡内の議員と

意見交換をしました。

三戸郡町村議会議員研修会八戸圏域連携中枢都市圏勉強会

　◦　議会の活動報告

なんぶ議会だより

嘉手納町の議場において集合写真

伊江港にて伊江村議会から歓迎を受ける様子



広報なんぶちょう　2月号 34

　◉  議会傍聴の感想

感 想 を 聞 き ま し た ！
商工会女性部　（12 月４日、一般質問を傍聴）

福地小学校 ６年生『公民の授業』　（12 月４日、一般質問を傍聴）

　今回、次年度の予算編成に対する基本方針の議会
傍聴。いつの年度でも町民が南部町に住んで良かっ
たと思える町づくりをしてほしいと思いました。

商工会女性部　部長　新井山　美智子　氏

　議場の様子におどろきました。南部町の未来に関わ
ることを話し合っていたので、今後、町がどのように
なっていくか楽しみです。

石　橋　心　彩　さん

　南部町全体のことを考えているのだなと思いまし
た。たくさんの知識があるからこそ、質問に対してす
ぐ答えられるのだなと思いました。

久　保　美　惺　さん

　議場はしーんとしていて、パキッとした空気が流れ
ていました。ここでたくさんのきまりが生まれたと思
うと、すごいと感じました。

美曾作　莉　桜　さん

　子供達のスマホや不登校、クーラー設置や環境問
題など教育関係が議題になり議員さんと町長さんと
の受け答えが絶妙で感心しました。

商工会女性部　副部長　小橋　春枝　氏

　この議会で話し合って、南部町の政治を進めている
ことが分かりました。ぼくも議員か町長になって町を
よくしたいなと思いました。

松　坂　泰　誠　さん

　町民でありながら初めて議会を傍聴させていただき
ました。傍聴をきっかけに、子どもたちは町政や国政
に興味をもち始めたようです。

教諭　今出川　由　貴　先生

　緊張しながら傍聴していました。どれも難しい話ば
かりでしたが、南部町民のことを考えて話し合ってい
ることだけは分かりました。

堀　　　裕次郎　さん
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議会傍聴
　平成31年度の予算を審議する３
月定例会を３月１日に開会する予
定ですので、傍聴にお越しくださ
い。
　なお、傍聴席には限りがありま
すので、議会事務局までお問い合
わせください。☎	0178-84-2124

定 例 会 を 傍 聴 し た
福田小学校 ６年生『公民の授業』　（12 月４日、一般質問を傍聴）

　学校の学級会のように、コの字型で話し合うと思っ
ていましたが、裁判所のようでびっくりしました。黒
い名札を立ててみたいです。

森　山　真名花　さん

　私たちの学級会と仕組みは似ていますが、具体的な
数値を挙げたり前年と比べて話したりしていて、説得
力は何十倍にも感じました。

日　向　美　来　さん

　議場の雰囲気や、テンポのよい話し合いがすごいと
思いました。私もあの場で自分の意見をはっきりと伝
えられたらいいなと思います。

中　村　優　杏　さん

　テレビで取り上げられているような、きつ煙やいじ
めの問題を南部町でも真剣に話し合っている様子が、
かっこいいと思いました。

長　塚　敦　寛　さん

　議場や質疑応答を目の当たりにし、政治との関わり
や将来についても考えを巡らせるなど、児童の実感を
ともなうよい学習となりました。

担任　上　寺　  　響　先生

　SNS に関する内容や、小中学校の熱中症対策など、
自分たちにも関係のあることを話し合っていて、思っ
ていたよりも身近に感じました。

風　間　愛　琉　さん

なんぶ議会だより
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参加資格 種目
完走できる人ならどなたでも参加できます。
一人一種目のみのエントリーです。

申込方法
各庁舎や各公民館などの公共施設に備え付け
の申込書に必要事項を記入し、3 月 20 日（水）
までに大会事務局へ提出してください。
また、町のホームページからもお申し込み可
能です。（スマートフォンも対応）

大会事務局
〒 039-0503
南部町大字平字広場 28-1
名川Ｂ＆Ｇ海洋センター
☎ 0178-76-3310

コース 距離 対　　象

Ａ ３㌔ 小学１～３年生男子

Ｂ ３㌔ 小学１～３年生女子

Ｃ ３㌔ 小学４～６年生男子

Ｄ ３㌔ 小学４～６年生女子

Ｅ ３㌔ 中学生以上男子

Ｆ ３㌔ 中学生以上女子

Ｇ ５㌔ 高校生以上男子

Ｈ ５㌔ 高校生以上女子

Ｉ 10㌔ 高校生以上男子

Ｊ 10㌔ 高校生以上女子

Ｋ ３㌔ フリー（性別・年齢制限無し、
タイム計測無し）

うぐいすマラソン大会
参加者募集
さあ、みんなでさくら路を駆けよう！

参加費無料

平成31年4月21日 日




